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心
臓
が
血
管
に
血
液
を
送
り
出
す
時
の
血
管

に
か
か
る
圧
力
を
「
血
圧
」
と
い
い
ま
す
。
血

圧
に
は
、
心
臓
が
収
縮
し
血
液
を
送
り
出
す
時

の
「
最
大
血
圧
」
と
、
心
臓
が
拡
張
す
る
と

き
の
「
最
小
血
圧
」
が
あ
り
ま
す
。
最
大
血
圧

１
４
０
㎜
H
ｇ
／
最
小
血
圧
90
㎜
H
ｇ
を
超
え

る
と
「
高
血
圧
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
高
血
圧
に

至
ら
な
い
値
で
も
、
最
大
血
圧
１
３
０
㎜
H
ｇ

以
上
／
最
小
血
圧
85
㎜
H
ｇ
以
上
を
「
正
常
高

値
血
圧
」
と
呼
び
、
こ
の
値
の
方
は
正
常
範
囲

内
で
も
血
圧
値
に
注
意
し
、
血
管
を
痛
め
る
も

と
と
な
る
高
血
圧
を
予
防
す
る
意
識
を
高
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
〝
50
歳
代
か
ら
急
に
増
え
る
高
血
圧
〞

佐
呂
間
町
特
定
健
診
結
果
（
平
成
21
年
度
）

か
ら
み
る
と
40
歳
代
ま
で
は
正
常
血
圧
値
の

方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
50
歳
代
以
上
の
約

40
〜
50
％
の
方
が
正
常
高
値
血
圧
以
上
の
値

で
し
た
。
病
院
受
診
者
（
診
療
件
数
）
か
ら

み
て
も
高
血
圧
は
、
50
歳
代
以
上
の
方
が
最

も
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
疾
病
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
〝
高
血
圧
か
ら
心
疾
患
へ
〞
高
血
圧
は
血

管
を
痛
め
、
動
脈
硬
化
へ
と
つ
な
が
り
、
虚

血
性
心
疾
患
（
心
筋
梗
塞
な
ど
）
や
脳
血
管

疾
患
（
脳
梗
塞
な
ど
）
を
引
き
起
こ
す
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
虚
血
性
心
疾
患

の
発
症
は
、
正
常
血
圧
の
方
に
比
べ
高
血
圧

の
方
は
３
倍
高
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
佐
呂
間
町
で
も
、
平
成
18
年
度
以
降
、

１
ヶ
月
の
間
に
80
万
円
以
上
の
医
療
費
と
な

っ
た
方
を
調
べ
る
と
、
高
血
圧
の
方
が
42
％
、

心
疾
患
（
虚
血
変
化
）
の
方
が
22
％
お
り
、

高
血
圧
の
結
果
、
虚
血
性
心
疾
患
が
増
加
し
、

発
症
し
た
方
の
経
済
的
な
負
担
も
大
き
い
事

が
伺
え
ま
す
。

　
〝
心
疾
患
に
よ
る
問
題
〞
過
去
５
年
間
に

佐
呂
間
町
で
死
亡
さ
れ
た
方
の
約
３
割
が
心

疾
患
に
て
亡
く
な
っ
て
お
り
、
全
国
・
全
道

と
比
較
し
て
心
疾
患
死
亡
数
の
割
合
が
２
倍

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
心
疾
患
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
健
康

で
暮
す
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

50 代から正常高値以上
の方が急に増えます。

順位 40 代 50 代 60 代 70 ～ 74 歳

１ 精神部分裂型障害及び
妄想性障害 高血圧性疾患 高血圧性疾患 高血圧性疾患

２ 高血圧性疾患 糖尿病 糖尿病 糖尿病

３
症状徴候及び異常臨床
所見・異常検査所見で
他に分類されないもの

その他の内分泌・栄養
及び代謝疾患

その他の内分泌・栄養
及び代謝疾患

その他の内分泌・栄養
及び代謝疾患

50 代以降は高血圧
性疾患が病院受診
件数の中でも一番
多くなっています。

佐呂間町国保平成 21年度診療件数順位

平成 21年佐呂間町
特定健診年代別血圧値
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〝
食
生
活
改
善
指
導
教
室
〞
最
新
の
研
究

で
は
、
高
血
圧
の
方
が
最
大
血
圧
を
10
㎜
H
ｇ

下
げ
る
と
、
虚
血
性
心
疾
患
の
発
症
（
心
筋
梗

塞
な
ど
）
を
約
23
％
低
減
で
き
る
と
の
報
告
が

あ
り
、
わ
ず
か
数
㎜
H
ｇ
血
圧
を
下
げ
る
だ
け

で
も
、
心
疾
患
の
予
防
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
高
血
圧
の
予
防
や
改
善
に
は
食

生
活
の
改
善
・
減
塩
・
運
動
な
ど
の
取
り
組
み

が
効
果
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

「
具
体
的
に
何
を
し
た
ら
？
」「
ど
の
位
や
れ

ば
い
い
の
？
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、
実
際
の

取
り
組
み
が
分
か
り
に
く
い
面
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
の
が
食
生
活
改

善
指
導
教
室
で
す
。
こ
の
教
室
で
は
、
高
血
圧

に
関
す
る
耳
よ
り
情
報
、
高
血
圧
予
防
・
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
の
ヒ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
５
名
程
度
の
小
さ
い
グ
ル
ー
プ
や
、

ご
希
望
が
あ
れ
ば
ご
自
宅
で
の
実
施
も
可
能

で
す
。
こ
の
教
室
が
少
し
で
も
高
血
圧
予
防
・

改
善
に
役
立
て
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
別
紙
折
込
チ
ラ
シ
か
、
役
場
保
健
福
祉
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

さ
む
い
…

　

さ
む
い
と
運
動
、

　

ま
っ
た
く

　

や
る
気

　

で
な
い
モ
〜

そ
れ
な
ら

一
緒
に
ス
タ
ー
へ

行
き
ま
し
ょ
う
よ
♪

室
内
な
ら
い
い
か
モ
〜

も
し
も
し
、
メ
タ
モ
ー

で
す
が
行
っ
て
も
い
い
で

す
か
？

運
動
し
た
い
方
な
ら
ど
な

た
で
も
！

靴
は
は
け
ま
す
か
？

▼
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ  

ザ  

交
通
事
故

　

し
ん
ご
う
む
し

　
　
　

い
の
ち
に
か
か
わ
る

　
　
　
　
　
　
　

大
し
っ
ぱ
い

　

佐
呂
間
小
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　

池　

田　

康　

生

▼
交
通
事
故
発
生
状
況

　
（
平
成
22
年
10
月
末
）

　

発
生　

６
件
（
－
５
件
）

　

死
亡　

１
人
（
＋
１
人
）

　

傷
者　

６
人
（
－
９
人
）

　
（　

）
内
は
前
年
比

　

発
生
件
数
は
人
身
事
故
の
件
数

▼
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

２
１
０
日
（
11
／
26
現
在
）

　

冬
の
交
通
安
全
運
動
期
間

中
の
11
月
13
日
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
少
年
団
の
皆
さ
ん
が
、

古
く
な
っ
た
交
通
安
全
旗
や

防
犯
旗
の
取
り
替
え
を
行
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
を
控
え
、
こ
の

時
期
増
加
す
る
事
故
や
犯
罪

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
も
ら
お
う
と
、
１
枚

１
枚
新
し
い
旗
に
交
換
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

■
歩
行
者
の
皆
さ
ん

　
　

日
暮
れ
が
早
く
な
り
、
見
通
し
が
悪
く
な
る
時
間
が
長
い
季
節

　
　

に
な
り
ま
し
た
。
自
分
は
車
が
見
え
て
い
て
も
、
運
転
手
か
ら

　
　

自
分
が
見
え
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
道
路
を
横
断
す
る
と

　
　

き
は
、
必
ず
左
右
の
安
全
を
確
認
し
、
特
に
夜
間
は
明
る
い
服

　
　

装
や
夜
光
反
射
材
を
着
用
し
、
自
分
の
存
在
が
目
立
つ
よ
う
こ

　
　

こ
ろ
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

■
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　

佐
呂
間
町
交
通
安
全
対
策
本
部
で
は
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
歩

　
　

行
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
交
通
安
全
教
室
な
ど
の

　
　

際
に
夜
光
反
射
材
な
ど
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
個
人
で
希
望
さ

　
　

れ
る
方
に
も
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
役
場
町
民
課
住
民
活
動

　
　

係
（
Tel　

２
・
１
２
１
３
）
へ
起
こ
し
く
だ
さ
い
。


